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審 査 の 結 果 の 要 旨
　カーネル主成分分析回帰やカーネルリッジ回帰の先行研究そのまま受け入れることなく、それらのもつ問
題点を丁寧に調べ上げ、それを自らの研究に活かしてこの論文を書き上げた著者の能力は評価に値する。ま
たこの基本的なアイディアを回帰における分散不均一性や異常値の存在といった現実的な問題にも対応でき
るように拡張したことは研究の進め方として予測できる方向性ではあるものの好ましいものである。またこ
のような研究においてはシミュレーション研究と実際のデータを通じてパフォーマンス評価を行う必要があ
るが、これらについても堅実に行われている。以上から本論文は博士論文としての水準を満たしているもの
と判断される。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
